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第45回総代会　全議案を採択

利根保健生協　2021 年 5 月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・・・29,123 人

出 資 金 額・・・・1,655,213,000 円

平均出資金額・・・・・・・・・・・・・56,835 円

理事29名　監事4名　総代212名　班長1,509名

＊5月の新規加入組合員数は、57人でした。 発　行　人　大 塚 隆 幸　　　編集　「利根の保健」編集委員会
発行部数　21,700　　　　印刷　有限会社コトブキ印刷

　

滝
四
郎
、
角
田
さ
ゆ
り
両
総
代

の
議
長
の
進
行
の
も
と
、
原
澤
専

務
理
事
よ
り
第
１
号
議
案
か
ら
第

８
号
議
案
ま
で
一
括
し
て
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
提
案
を
受
け
て
の
発

言
は
無
く
、
総
代
の
実
出
席
24

人
・
書
面
議
決
１
８
４
人
に
よ
っ

て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
は
、
コ
ロ
ナ
対
応

初
動
と
な
っ
た
ク
ル
ー
ズ
船
へ
の

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
派
遣
か
ら
始
ま
り
、
４

月
に
は
、
感
染
に
よ
り
病
院
の
３

　

こ
の
度
、
理
事
長
に
就
任
し
ま

し
た
利
根
中
央
病
院
名
誉
院
長
の

大
塚
で
す
。
少
子
高
齢
化
と
言
わ

れ
て
30
年
以
上
が
経
過
し
ま
し

た
。
労
働
人
口
減
少
や
後
継
者
不

足
、
そ
し
て
地
域
を
担
う
若
者
が

減
っ
て
孤
立
世
帯
も
増
え
ま
し

た
。
２
０
２
０
年
１
月
か
ら
始
ま

っ
た
コ
ロ
ナ
騒
動
は
そ
れ
に
拍
車

を
か
け
て
い
ま
す
。
私
た
ち
利
根

保
健
生
協
に
は
、
各
方
面
と
協
働

し
つ
つ
、
眼
前
の
困
難
を
乗
り
越

え
て
い
く
実
力
と
使
命
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
の
お

力
添
え
を
頂
い
て
、
一
生
懸
命
、

地
域
の
発
展
に
尽
く
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

利根保健生活協同組合
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コ
ロ
ナ
は
私
た
ち
の

日
常
を
い
と
も
簡
単
に

変
化
さ
せ
た
。
私
た
ち

医
療
従
事
者
は
患
者
さ

ん
の
受
け
入
れ
に
多
く

の
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
お
互
い
を
守
る
た
め
の

感
染
防
護
具
は
絶
え
ず
必
要
と

な
っ
た
▼
コ
ロ
ナ
を
持
ち
込
ま

な
い
た
め
に
職
員
の
行
動
も
一

変
し
た
。
職
場
の
歓
迎
会
は
昨

年
５
月
か
ら
中
止
、
食
事
中
の

会
話
も
ダ
メ
、
旅
行
な
ど
も
自
粛

す
る
よ
う
お
願
い
し
た
。
職
員
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

現
場
を
離
れ
て
形
成
さ
れ
る
部

分
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
行

動
制
限
に
よ
る
影
響
は
大
き
い

と
感
じ
る
▼
昨
年
、
外
来
待
合

い
で
コ
ロ
ナ
相
談
窓
口
を
開
い

た
。「
な
る
べ
く
外
出
し
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
」「
働
い
て
い
る

お
店
に
お
客
さ
ん
が
来
な
く
な

っ
て
寂
し
い
」「
い
つ
感
染
す
る

か
不
安
」
と
い
う
話
の
合
間
に

「
久
し
ぶ
り
に
話
が
で
き
て
良

か
っ
た
」
と
語
っ
た
患
者
さ
ん

の
笑
顔
が
印
象
的
だ
っ
た
。
つ

な
が
り
を
求
め
て
い
る
人
が
い

る
と
感
じ
た
▼
そ
ん
な
な
か
４

月
に
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
「
買
い

物
支
援
」
に
参
加
し
た
。
参
加

し
た
組
合
員
さ
ん
は
最
初
、「
家

族
か
ら
あ
ま
り
買
っ
て
く
る
な

と
言
わ
れ
た
」「
役
員
さ
ん
に
誘

わ
れ
た
か
ら
」「
い
つ
も
来
て
い

る
か
ら
」
と
消
極
的
な
雰
囲
気

で
あ
っ
た
。
買
い
物
が
始
ま
る

と
会
話
が
弾
み
だ
し
、「
こ
の
魚

は
焼
い
た
方
が
美
味
し
い
」「
こ

の
メ
ー
カ
ー
が
い
い
ん
だ
よ
」

「
一
口
羊
羹
は
ど
こ
か
ね
」
と
、

お
店
を
行
っ
た
り
来
た
り
と
て

も
楽
し
そ
う
な
集
団
と
変
化
し

た
。
帰
り
際
、
一
番
高
齢
の
方

が
「
初
め
て
ス
ー
パ
ー
に
買
い

物
に
来
た
よ
」
と
嬉
し
そ
う
に

教
え
て
く
れ
た
▼
コ
ロ
ナ
禍
に

実
施
し
た
「
買
い
物
支
援
」。
人

と
人
が
容
易
に
助
け
合
う
こ
と

が
で
き
な
い
今
、
生
協
の
役
割

は
大
き
い
と
感
じ
た
。
生
協
が

大
切
に
し
て
い
る
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
、
助
け
合
い
活
動
を

私
も
大
切
に
し
た
い
。

（
利
根
中
央
病
院
事
務
長
・
五
十
嵐
）

健康をつくる。平和をつくる。こころ豊かなまちをつくる。

　
総
代
会
方
針
を
積
極
的
に
実
践
し
「
事
業
と
運
動
」へ
の

貢
献
度
と
し
て
活
動
を
表
彰
し
ま
し
た
。

総
　
代
　
会
　
表
　
彰

支
部
活
動
表
彰

班
・
サ
ー
ク
ル
活
動
の
表
彰

模
範
活
動
の
表
彰

・
支
部
ニ
ュ
ー
ス
を
毎
月
発
行
、
買
い
物
支
援
実
施
：
沼
田
東

・
未
配
布
班
訪
問
を
実
施
：
川
田

・
健
康
お
楽
し
み
会
等
の
開
催
で
つ
な
が
り
づ
く
り
を
す
す
め
た

沼
田
西
、
月
夜
野
東
、
水
上
、
猿
ヶ
京
、
須
川
、
利
南
、
薄
根

・
出
資
者
割
合
が
前
年
度
を
超
過
：
沼
田
中

・
年
度
末
に
地
域
訪
問
を
実
施
し
、
年
間
の
出
資
金
純
増
達
成

月
夜
野
東
、
須
川

【
班
会
】

・
川
場
湯
原
合
同
班
（
川
場
）、
中
野
合
同
班
（
川
場
）、
真
庭
政

所
合
同
班
（
月
夜
野
東
）、
つ
き
よ
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
月
夜
野

東
）、
入
原
合
同
班
（
昭
和
南
）

【
サ
ー
ク
ル
活
動
】

・
健
康
卓
球
ク
ラ
ブ（
沼
田
東
）

・
健
康
卓
球
教
室「
ゆ
う
ゆ
う
」（
沼
田
東
）　
・
和
楽
会（
月
夜
野
西
）

・
買
い
物
支
援
を
実
施
：
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

・
ス
マ
ホ
教
室
開
催
：
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

・
昭
和
村
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
懇
談
：
昭
和
東
支
部
・
昭
和
南
支
部

退
任
あ
い
さ
つ

役
員
交
代

前
理
事
長
あ
い
さ
つ

新
理
事
長
あ
い
さ
つ

退任される理事・監事のみなさん　【大塚新理事長を囲んで（写真中央）】
　（左から）糸賀俊一、原田富夫、秋山達男、⻆田克之、杉木哲二、
　阿部圭助、石井進、金古清一  （欠席：千明孝男）　　　　　　　　※敬称略
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※写真撮影のためマスクをはずしてます。

杉木　哲二
理事

大塚　隆幸

糸賀　俊一

第45回通常総代会
　

第
45
回
通
常
総
代
会
が
6
月
19
日（
土
）、
ホ
テ
ル
ベ
ラ
ヴ
ィ
ー
タ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
影
響
で
３
密
を
考
慮
し
、
２
１
２
人
の
総
代
の
中
か
ら
各
支
部
代
表
１
人
の
出
席
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
度
の
ま
と
め
と
２
０
２
１
年
度
方
針
・
予
算
を
含
め
て
８
議
案
の
す
べ
て
が
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
役
員
の
改
選
も
行
わ
れ
、
第
1
回
理
事
会
に
て
大
塚
隆
幸
理
事
長
、
原
澤
裕
専
務
理
事
、
山
田
晃
章
常
務
理

事
を
は
じ
め
新
役
員
体
制
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
く
ら
し
の
視
点
」
に
立
っ
た
事
業
と
運
動
を

「
く
ら
し
の
視
点
」
に
立
っ
た
事
業
と
運
動
を

週
間
休
診
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な

ど
厳
し
い
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
地

域
か
ら
の
励
ま
し
に
支
え
ら
れ
、

共
に
感
染
対
策
を
強
化
し
て
、
未

知
の
ウ
イ
ル
ス
と
対
峙
し
た
１
年

で
し
た
。

　

病
院
で
は
、
断
ら
な
い
医
療
実

践
の
た
め
救
急
病
床
４
床
を
開
設

し
、
年
間
２
１
０
０
件
以
上
の
救

急
搬
入
の
受
け
入
れ
や
、
里
帰
り

も
含
む
４
０
０
件
の
分
娩
に
対
応

し
ま
し
た
。

　

利
根
中
央
診
療
所
で
は
、
訪
問

診
療
や
断
ら
な
い
訪
問
看
護
を
掲

げ
て
在
宅
で
の
看
取
り
を
叶
え
、

利
根
歯
科
診
療
所
で
は
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
強
化
や
口
腔
機
能
へ
の
対
応

を
す
す
め
ま
し
た
。

　

老
健
と
ね
で
は
、
医
療
依
存
度

の
高
い
入
所
者
の
受
け
入
れ
や
看

取
り
対
応
、
短
時
間
リ
ハ
ビ
リ
の

拡
大
も
行
い
ま
し
た
。

　

支
部
運
営
委
員
会
や
ま
ち
か
ど

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
サ
ー
ク
ル
活

動
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
ス
マ
ホ
教
室

な
ど
感
染
対
策
を
し
な
が
ら
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

人
材
確
保
と
育
成
の
活
動
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
医
療
講

演
・
懇
談
会
は
１
回
開
催
で
し

た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
な
ど

の
工
夫
に
よ
り
初
期
研
修
医
は

４
年
連
続
フ
ル
マ
ッ
チ
と
な
り
ま

し
た
。

　

健
康
づ
く
り
活
動
で
は
、「
健

康
お
楽
し
み
会
」、
保
健
講
話
や

手
洗
い
教
室
な
ど
も
実
施
し
、
健

康
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の
参
加
や
す
こ

し
お
カ
ル
タ
の
作
成
と
活
用
を
す

す
め
ま
し
た
。

　

平
和
・
社
会
保
障
活
動
で
は
、

国
民
平
和
大
行
進
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
平
和
を
ア
ピ
ー
ル
し
、「
い
の

ち
・
く
ら
し
を
守
る
相
談
会
」
や

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
な
ど
も
開

催
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
活
動
で
は
、「
買

い
物
支
援
」
を
ブ
ロ
ッ
ク
で
企
画

し
た
り
、
支
部
主
体
の
社
協
と
の

懇
談
会
や
協
同
組
合
間
と
の
連
携

で
Ｊ
Ａ
と
の
「
親
子
農
業
体
験
」

を
準
備
す
る
な
ど
多
団
体
と
の
連

携
が
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。
く
ら
し

の
助
け
合
い
活
動
で
は
買
い
物
代

行
や
窓
掃
除
な
ど
地
域
組
合
員
の

協
力
で
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
度
は
、
組
合
員
の

「
く
ら
し
の
視
点
」
に
立
ち
「
事

業
と
運
動
」
を
す
す
め
、
地
域
の

安
心
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
が

中
心
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

方
針
に
つ
い
て
は
折
り
込
み
の

別
紙
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
総
代
会
を
も
っ
て
５
年
間

の
理
事
長
職
を
退
任
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
様
、

理
事
会
の
皆
様
の
ご
協
力
で
無
事

勤
め
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
任
期
中

は
新
病
院
へ
の
移
転
、
利
根
中
央

診
療
所
や
特
養
と
ね
虹
の
里
の
開

設
等
大
き
な
事
業
を
毎
年
の
よ
う

に
拡
大
し
た
時
期
で
あ
り
ま
し

た
。
最
後
の
１
年
半
は
現
在
ま
で

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
職
員
、
組

合
員
全
員
が
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
新
し
い
体
制
の

も
と
で
コ
ロ
ナ
感
染
症
を
克
服

し
、
さ
ら
な
る
利
根
保
健
生
協
の

発
展
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。
今

後
１
～
２
年
は
一
産
婦
人
科
医
と

し
て
病
院
に
わ
ず
か
で
も
貢
献
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

退
任
さ
れ
る
役
員
９
人
を
代
表

し
て
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
期
18
年
間
生
協
の
理
事
と
し

て
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

生
協
の
活
動
と
、
こ
こ
十
数
年

は
健
康
づ
く
り
に
関
わ
ら
せ
て
い

た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
80
代
に
な

っ
た
今
で
も
お
お
き
な
病
気
や
手

術
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
過
ご
し

て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
生
協
活
動
に
協
力
す
る
こ
と

で
、
フ
レ
イ
ル
予
防
に
繋
が
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

組
合
員
活
動

２
０
２
１
年
度
方
針

事
業
も
運
動
も

コ
ロ
ナ
と
対
峙



６
月
14
日
、
利
根
町
南
郷
に
あ

る
職
人
育
成
塾
「
利
根
沼
田
テ
ク

ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
関
真
一
代
表

理
事
、
桑
原
敏
彦
校
長
と
訓
練
生

ら
が
生
協
本
部
を
訪
れ
、
コ
ー
ス

タ
ー
８
５
０
個
を
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。

訓
練
生
の
習
得
技
術
の
披
露

の
場
と
し
て
作
品
を
各
方
面
に
寄

贈
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
コ
ー
ス
タ
ー
は
ひ
の
き

か
ら
作
成
さ
れ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ

終
息
祈
願
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。

手
に
す
る
と
木
の
香
り
と
ぬ
く
も

り
が
感
じ
ら
れ
る
仕
上
が
り
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

「
大
切
に
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま

す
」
と
、
原
澤
専
務
が
感
謝
を
伝

え
ま
し
た
。

６
月
10
日
、コ
ロ
ナ
で
密
を
避
け
、病

院
利
用
委
員
長
の
髙
山
善
市
さ
ん
が
花

植
え
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ブ
ル
ー
サ

ル
ビ
ア
や
ベ
コ
ニ
ア
な
ど
色
と
り
ど
り

の
お
花
が
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。

「
癒
し
に
な
る
ね
」
と
、
患
者
様
か
ら

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

６
月
８
日
、
永
井
酒
造
（
永
井

則
吉
社
長
）
が
利
根
中
央
病
院
を

訪
れ
、「
医
療
従
事
者
の
皆
様
は

“
自
身
が
感
染
す
る
”“
感
染
の
媒

介
者
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
”
と

い
う
不
安
の
中
、
コ
ロ
ナ
対
応
の

５
月
29
日
（
土
）
と
ね
虹
の

会
と
の
共
催
で
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
方
が
来
場
さ
れ

食
品
や
日
用
品
な
ど
持
ち
帰

ら
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
困
っ
て
い
る
人
が
多

く
い
る
中
、
今
後
も
利
根
保

健
生
協
で
は
、
こ
う
し
た
支

援
の
と
り
く
み
を
続
け
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
群
馬
テ
レ
ビ
等
か

ら
取
材
を
受
け
ま
し
た
。

テクノアカデミーより
コースターの寄贈

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動「
お
す
そ
わ
け
」

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

利根小学校で
� 手洗い教室

「
医
療
従
事
者
を
応
援
し
た
い
」

�

と
甘
酒
の
寄
贈

病
院
花
壇

　
色
と
り
ど
り
の

　
花
が
お
で
む
か
え

群馬テレビのニュース映像より群馬テレビのニュース映像より

永
井

酒
造

新
理
事
会
体
制

理
事
33
人
　
監
事
4
人

〇
印
は
新
任〈
敬
称
略
〉

理 

事 

長　

大
塚　

隆
幸

専
務
理
事　

原
澤　

裕

常
務
理
事　

山
田　

晃
章

常
勤
理
事
（
五
十
音
順
）

　

五
十
嵐
き
よ
み
（
病
院
事
務
長
）

　

小
林　

淳
一
（
総
務
部
長
）

○
関
原　

正
夫
（
病
院
長
）

　

高
橋　

智
憲
（
専
務
補
佐
）

〇
武
井　

友
一
（
生
協
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
部
長
）

　

中
澤
桂
一
郎
（
利
根
歯
科
所
長
）

　

布
施　

正
子
（
看
護
部
長
）

非
常
勤
理
事

〈
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
〉

　

青
地　

俊
則
（
沼
田
東
）

　

鈴
木　
　

務
（
沼
田
中
）

○
田
邉　

純
一
（
沼
田
南
）

　

川
端　

康
雄
（
沼
田
北
）

〈
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
〉

　

髙
山　

善
市
（
池
田
）

〇
千
明　

利
久
（
利
根
北
）

　

笛
田　

一
男
（
利
根
南
）

　

星
野　

忠
雄
（
川
場
）

　

萩
原　

日
郎
（
片
品
）

〈
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
〉

　

吉
江　

高
志
（
利
南
）

〇
藤
井　

平
一
（
白
沢
）

〇
林　
　

幸
司
（
昭
和
東
）

〇
福
原　

安
雄
（
昭
和
南
）

〈
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
〉

　

三
ツ
井
久
雄
（
沼
田
西
）

　

桑
原　

俊
仁
（
薄
根
）

　

生
方　
　

博
（
川
田
）

　

飯
塚　

眞
登
（
高
山
）

〈
み
な
か
み
ブ
ロ
ッ
ク
〉

　

藤
原　

京
子
（
月
夜
野
東
）

　

田
村　

昌
弘
（
月
夜
野
西
）

○
真
庭　

大
策
（
水
上
）

○
林　
　

岩
男
（
猿
ヶ
京
）

　

河
合　

京
子
（
須
川
）

〇
伊
勢
野
治
男
（
新
巻
）

監
　
事

　

田
中　
　

明

〇
伊
藤　

重
雄

　

奈
良
光
一
郎

〇
平
井
百
合
子

（２）第622号2021年７月１日（毎月1回1日発行） 健康をつくる。平和をつくる。こころ豊かなまちをつくる。

関原 正夫
（病院長）

林　 幸司
（昭和東支部）

武井 友一
（生協くらしサポート
� センター部長）

福原 安雄
（昭和南支部）

田邉 純一
（沼田南支部）

真庭 大策
（水上支部）

千明 利久
（利根北支部）

林　 岩男
（猿ヶ京支部）

藤井 平一
（白沢支部）

伊勢野 治男
（新巻支部）

伊藤 重雄

平井 百合子

新
任
役
員
紹
介（
出
身
支
部・地
域
別
順
）

　
　 

理 

事 

　
　

　
　 

監 

事 

　
　

今
年
度
初
回
の
手
洗
い
教
室
が
６
月
８

日
（
火
）
に
利
根
小
学
校
の
１
年
生
11
人
と

４
年
生
16
人
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

手
洗
い
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

後
、
バ
イ
キ
ン
に
見
立
て
た
蛍
光
ロ
ー
シ
ョ

ン
を
手
に
付
け
て
か
ら
手
を
洗
い
、
ブ
ラ
ッ

ク
ラ
イ
ト
を
使
用
し
た
手
洗
い
チ
ェ
ッ
カ
ー

で
汚
れ
の
残
り
具
合
を
確
認
し
ま
し
た
。

特
に
汚
れ
の
残
り
や
す
い
と
こ
ろ
に
つ

い
て
講
師
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
正
し
い

手
洗
い
の
方
法
を
「
あ
わ
あ
わ
手
洗
い
の
う

た
」
に
合
わ
せ
て
実
践
し
、
き
れ
い
に
な
っ

た
こ
と
を
再
度
チ
ェ
ッ
カ
ー
で
確
認
し
ま
し

た
。
養
護
の
先
生
か
ら
「
プ
ロ
に
教
え
て
い

た
だ
く
と
説
得
力
が
あ
り
、
そ
の
後
の
手
洗

い
に
丁
寧
さ
が
み
ら
れ
ま
し
た
」
と
、
後
日

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
前
線
で
従
事
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
何
か
応
援

で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
文
を
手
渡
し
、「
健
康

維
持
や
栄
養
補
給
に
役
立
て
て
下

さ
い
」
と
職
員
分
相
当
の
甘
酒
を

寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。

関
原
院
長

よ
り
「
昨
年
に

続
き
、
今
年
も

こ
の
よ
う
な
激

励
を
頂
戴
し
、

大
変
あ
り
が
た

い
。
こ
れ
か
ら

も
職
員
一
同
、

地
域
に
貢
献
で

き
る
よ
う
頑
張

り
た
い
」
と
お

礼
を
述
べ
ま
し

た
。
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○現「３ヵ年計画」の仕上げを行う年です。
○新たな事業展開を含めた、次期「３ヵ年計画」
を策定する年です。
○新型コロナウイルスや診療報酬改定等への対
応が求められる年です。
○ＳＤＧｓのとりくみをすすめ、「利根保健生協の
ＳＤＧｓ宣言」づくりをする年です。

　２０２０年度の位置づけ　

2020年度のまとめ と 2021年度 活動方針

○２０１８年度からの「３カ年計画の仕上げ」年度であり、
次期「３カ年計画づくり」年度でしたが、コロナウイルス
感染拡大により「事業と運動」が大きく制約されました。
しかし３年間の活動は、行政や地域とのつながりや支部活
動の新たな広がりに発展し、次の「３カ年計画」づくりへ
の財産となりました。
○コロナウイルス感染症の収束が見えないことから、次期「３
カ年計画」の策定は２０２１年度の課題となりました。
○ＳＤＧｓを組合員や多くの方々にお知らせする活動をすす
めました。生活相談やフードバンク協力などの実践も始ま
りました。ＳＤＧｓ宣言づくり、コロナ禍対応とも関連さ
せた実践が課題となっています。
○コロナ禍で病院の一時休診や受診控えで年度当初、事業経
営は大きな打撃を受けました。発熱外来や救急医療等「な
くてはならない利根中央病院」の実践及びコロナ対策の補
助金で計画どおりの剰余を確保できました。

2020年度の位置づけでの評価
2020年度の活動比較

事業収益と経常剰余金の年度推移

南部ブロック「スマホ教室」 中央ブロック「買い物支援」

医師数の推移

救急搬入と分娩数

困窮者支援のとりくみ

スタンディングで
平和をアピール

平和・社会保障活動

くらしの助け合い活動

沼田北 窓掃除

国民平和大行進

利南 買い物代行

沼田北
ブルーシート交換

2019年度 2020年度
子ども食堂開催回数 11回 0回
大人食堂開催回数 2回 0回
ブロック別総代会開催数 5回 0回
支部総会開催数 23回 0回
支部運営委員会開催回数 205回 183回
手洗い教室 13回 3回
まちかど健康チェック開催回数 38回 14回
健康チェック総数 8,820回 1,992回
地域訪問件数 5,408件 686件
班会開催数 468回 128回
サークル活動開催数 1,055回 976回

いのち・くらしを守る相談会
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　2021年度の重点課題　
①新たな介護事業づくりの具体化と、本部周
辺の土地活用計画

②医科診療所・歯科診療所の医師体制強化
③「なんでも相談」のしくみをつくり、助け
が必要な方へのアプローチ

④協同組合間協同や行政・教育機関との連携
の強化で、安心してくらせるネットワーク
づくり

⑤利根保健生協の次代を担う人材確保と幹部
育成

⑥事業の質の向上と連携強化で、2ヵ年で債
務超過を解消

第４５回 通常総代会スローガン

１.「なんでも相談窓口」設置や支部主体の助けあい
活動を推進し、地域のくらしを支援します。

１．各事業への組合員の関り方を強め、事業の質の
向上を通して、地域の安心・安全に貢献します。

１．子育て世代の要求ともマッチする企画や講座を
準備し、多くの世代とつながるしくみづくりに
とりくみます。

利根中央病院

◦	新型コロナワクチン接種プロジェクトを成功させる
◦	救急外来の拡充、地域連携の強化、吾妻地域の患者
拡大、土曜日の外来診療集約化

◦	地域医療を担うため各診療科の専門医を確保
利根中央診療所

◦	医師確保をすすめ、各事業所と連携しながら、組合
員や地域住民の健康を守る

◦	訪問診療は診療単位をふやし、地域でひろく安心の
在宅療養を支える
片 品 診 療 所

◦	地域包括ケアの担い手として、地域住民の要求に答
えられるサービスの実現

◦	かかりやすい診療所を目指し、夕方の診療延長や、
整形外科外来、通院支援の拡大をめざす
利根歯科診療所

◦	安心・安全・信頼の歯科医療と、納得・満足のいく
歯科医療の追求

◦	健康寿命延伸のために、オーラルフレイルの予防を
広める

◦	シームレスな事業所間連携で、訪問診療・口腔ケア
をさらに充実する
生協みなかみ歯科

◦	患者満足度を上げるため、待ち時間・接遇を意識し
たとりくみを行う

◦	「断らない医療」として随時急患受け入れを行い、よ
り質の高い医療の提供を行う

◦	感染対策を徹底し、職員・組合員の健康を守るとり
くみを行う
とね訪問看護ステーション

◦	「断らない訪問看護」を実践しながら、地域貢献をめ
ざして新たな分野への事業展開の準備をすすめる
居宅介護支援事業所

◦	ケアマネジメントの拡大を図り、幅広く利用者の
ニーズに応える
介護老人保健施設とね

◦	自立した在宅生活の継続をめざし、他事業所と連携
した総合的な支援で家族の介護負担軽減に努める

◦	老健とねの入所と短期入所の人数割合を見直し、安
定したベッドコントロールを行う

◦	介護職員の質や技術の向上のための学習会や研修シ
ステムの確立を行う

人材の確保と育成活動
◦	地域に愛着をもち、生協活動へ共感
し協働できる医師の確保や養成

◦	医療講演・懇談会の開催
◦	「ふるまい会」に代わる医師と組合
員との交流の場

健康づくり活動
◦	「健康チャレンジ」や「手洗い教室」で他団体とのつな
がりを広げる

◦	社会参加や身体活動、栄養をテーマに健康寿命の延伸

組合員活動
◦	配布者交流会を企画して班とのつなが
りを強化

◦	支部の見せる化の推進、「支部ニュース」
の継続発行

◦	支部長を中心とした支部運営

平和・社会保障活動
◦	「いのち・くらしを守る相談会」の発展・継続

まちづくり活動
◦	「住み続けられるまちづくり」を実践
◦	各自治体と地域見守り協定を締結
◦	「助け合い活動」を身近なとりくみに
◦	相談できる場の拡大で具体的解決
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利根中央病院

皮膚科医師

原げ
ん

発ぱ
つ

性せ
い

腋え
き

窩か

多た

汗か
ん

症し
ょ
う

永井 弥生

わ
き
の
下
の
汗
、
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

新
し
い
薬
が
あ
り
ま
す
！

（３） 第622号2021年７月１日（毎月1回1日発行） 健康をつくる。平和をつくる。こころ豊かなまちをつくる。

汗
は
気
に
な
っ
て
も

仕
方
が
な
い
？

汗
ば
む
こ
と
が
多
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
ワ
キ
汗
が
服
に
し
み
て

気
に
な
る
と
い
う
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
に
は
様
々
な

制
汗
剤
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

だ
け
必
要
と
す
る
人
が
い
る
の
に
、

病
院
に
受
診
さ
れ
る
方
は
ほ
と
ん

ど
い
ま
せ
ん
。

い
の
は
、
良
い
治
療
が
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
大

き
な
理
由
で
す
。

塩
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

液
と
い
う
塗
り
薬
は
あ
り

ま
し
た
が
、
な
か
な
か
十

分
な
効
果
が
得
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。ま
た
、Ａ
型
ボ

ツ
リ
ヌ
ス
毒
素
の
注
射
、

交
感
神
経
を
ブ
ロ
ッ
ク
す

る
手
術
な
ど
の
方
法
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
こ
ま
で
は

希
望
し
な
い
、
手
術
の
後

ク
す
る
こ
と
で
汗
腺
か
ら
の
発
汗

を
抑
え
ま
す
。

日
本
で
初
め
て
、
原
発
性
腋
窩

多
汗
症
の
健
康
保
険
の
適
応
も
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
重
症
度
判
定

③
・
④
の
方
に
は
お
勧
め
で
す
。

発
売
前
の
試
験
で
は
、
80
％
の
方

で
汗
が
抑
え
ら
れ
、
60
％
の
方
で
日

常
生
活
に
支
障
が
な
く
な
る
ほ
ど

に
症
状
が
改
善
し
た
そ
う
で
す
。
実

際
に
薬
を
使
っ
た
患
者
さ
ん
か
ら
、

わ
き
の
汗
が
全
然
気
に
な
ら
な
く

な
っ
た
、
と
喜
び
の
声
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

１
日
１
回
わ
き
の
下
に
塗
る
だ

け
、
効
果
は
２
週
間
く
ら
い
で
み
ら

れ
ま
す
。
１
本
が
約
２
週
間
分
で

す
。
し
ば
ら
く
継
続
し
て
の
使
用
は

必
要
で
す
。

注
意
す
る
こ
と

わ
き
の
下
に
塗
る
だ
け
な
の
で
、

重
大
な
副
作
用
は
あ
ま
り
あ
り
ま

る
こ
と

◦
１
週
間
に
１
回
以
上
多
汗
の
症

状
が
で
る
こ
と

◦
家
族
に
も
同
じ
疾
患
の
患
者
さ

ん
が
い
る
こ
と

◦
わ
き
汗
に
よ
っ
て
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
す
こ
と

原
発
性
腋
窩
多
汗
症
の

重
症
度

多
汗
と
い
っ
て
も
症
状
は
い
ろ
い

ろ
で
す
。
自
覚
症
状
か
ら
簡
単
に
評

価
で
き
る
ス
ケ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

重
症
度
評
価
尺
度

�

（
Ｈ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
）

①
発
汗
は
全
く
気
に
な
ら
ず
、
日

常
生
活
に
全
く
支
障
が
な
い

②
発
汗
は
我
慢
で
き
る
が
、
日
常

生
活
に
時
々
支
障
が
あ
る

③
発
汗
は
ほ
と
ん
ど
我
慢
で
き

ず
、
日
常
生
活
に
頻
繁
に
支
障

が
あ
る

④
発
汗
は
我
慢
で
き
ず
、
日
常
生

活
に
常
に
支
障
が
あ
る

③
・
④
は
重
症
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

（
原
発
性
局
所
多
汗
症
診
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
策
定
委
員
会
．
日
皮
会
誌
．

2015;125:1379-1400

よ
り
）

こ
れ
ま
で
の
主
な
治
療
法

病
院
を
受
診
さ
れ
る
方
が
少
な

せ
ん
。
か
ぶ
れ
、
目
が
お
か
し
い
、

口
が
渇
く
な
ど
の
症
状
が
出
た
場

合
に
は
中
止
し
ま
す
。

妊
婦
さ
ん
、
授
乳
中
の
方
、
12
歳

以
下
の
子
供
さ
ん
は
慎
重
に
使
用

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

緑
内
障
の
方
、
前
立
腺
肥
大
に
よ

る
排
尿
障
害
が
あ
る
方
、
成
分
に
ア

レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
方
は
使
え
ま
せ
ん
。

他
の
部
位
に
は
使
え
ま
せ
ん

手
足
の
多
汗
で
悩
ま
れ
る
方
も

多
い
で
し
ょ
う
。
残
念
な
が
ら
、
こ

の
薬
は
わ
き
の
下
以
外
の
部
位
に

は
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ

ま
で
の
治
療
で
対
応
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

�治
療
は
日
々
進
歩
し
て
い
ま
す
。

ま
た
新
し
い
情
報
が
あ
れ
ば
お
伝

え
し
て
い
き
ま
す
。

わ
き
汗
が
気
に
な
る
方
、
気
軽
に

受
診
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

当支部は沼田の西部にあり準農村地域です。生協
の組合員は、1,840 人余の組織で 3番目に大きな支
部です。役員は、理事、支部長、副支部長 3人、運
営委員 9人、班長 82人（機関紙配布）の体制です。
まだ活動の担い手が足りません。
組織活動四課題の取り組みでは、①地域の組合員
の要望を聞きながら地域訪問の統一行動を数年前か
ら行い増資に取り組みました。②組合員ふやしは
4年間で 200 余人が増加し目標を達成しています。
③健康チェック活動は地域の行事で薄根公民館祭り
に、支部として参加し毎年 50人程実施をして大変
喜ばれています。
昨年はコロナ禍で中止なりましたが独自に地域の
直売所を借り、屋外で健康チェックを行いました。
④斑会は数カ所定期的に行っていました。サークル
活動も活発でしたが今は共に中断しています。色々
の課題が有りますが安心して住み続ける地域になる
よう頑張ります。

支
部
活動紹

介

病
院
で
治
療
す
る
も
の
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
る
方
が
ほ
と
ん
ど

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

原
発
性
腋
窩
多
汗
症

と
は
？

困
る
わ
き
汗
で
す
が
、「
原
発
性

腋
窩
多
汗
症
」
と
い
う
の
が
正
式
な

病
名
で
す
。
汗
の
量
が
多
く
な
る
原

因
と
な
る
病
気
や
障
害
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
多
量
の
わ
き
汗
に

悩
ま
さ
れ
る
状
態
で
す
。

薄 根 支 部

診
断
す
る
た
め
の
基
準
が
あ
り

ま
す
。
シ
ャ
ツ
に
汗
染
み
が
で
き
る

な
ど
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す

ほ
ど
の
多
量
の
わ
き
の
汗
が
、
明
ら

か
な
原
因
が
な
い
ま
ま
６
か
月
以

上
み
ら
れ
、
次
の
６
つ
の
症
状
の
う

ち
２
つ
以
上
が
当
て
は
ま
る
場
合

に
診
断
さ
れ
ま
す
。

原
発
性
腋
窩
多
汗
症
の

診
断
基
準
（
２
項
目
以
上

あ
て
は
ま
る
こ
と
）

◦
最
初
の
症
状
が
で
る
の
が
25
歳

以
下
で
あ
る
こ
と

◦
左
右
両
方
で
同
じ
よ
う
に
発
汗

が
み
ら
れ
る
こ
と

◦
睡
眠
中
は
発
汗
が
止
ま
っ
て
い

こ
れ
か
ら
の
医
療

５
つ
の
「
患
者
力
」
が

あ
な
た
と
医
療
を
守
る
！

�

永
井　

弥
生�

著

�

（
ご
ま
書
房
新
社
）

進
む
高
齢
化
、
新
型
コ
ロ
ナ
で

大
き
く
変
化
し
た
社
会
と
医
療
。

一
人
ひ
と
り
が
医
療
へ
の
関
わ

り
方
を
考
え
る
べ
き
時
代
で
す
。

自
分
の
た
め
に
賢
く
医
療
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※撮影の為マスクを外しています。　　　　　　 　
写真は都合により運営委員10人 +リハビリ室職員

遺
症
が
出
る
な
ど
の
問
題
も
あ
り

ま
し
た
。

手
軽
に
効
果
が
得
ら
れ
る
治
療

が
な
か
っ
た
の
で
す
。

オ
ス
ス
メ
の
新
し
い
塗
り
薬

エ
ク
ロ
ッ
ク
R
ゲ
ル
５
％

そ
ん
な
悩
ま
し
い
、
わ
き
の
下
の

汗
で
す
が
、
昨
年
秋
に
発
売
さ
れ
た

新
し
い
塗
り
薬
が
使
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

汗
は
皮
膚
に
あ
る
エ
ク
リ
ン
汗

腺
と
い
う
汗
を
出
す
腺
か
ら
分
泌

さ
れ
ま
す
。
こ
の
塗
り
薬
は
、
汗
を

分
泌
さ
せ
る
交
感
神
経
を
ブ
ロ
ッ

〜
医
療
者
と
患
者
さ
ん
を

�

つ
な
ぐ
た
め
に
〜

出
版
し
ま
し
た
！

【
ド
ク
タ
ー
永
井
の
皮
膚
科
】

　

 

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
も
解
説
し
て
い
ま
す
。

＊
病
院
の
売
店
で
も
購
入
で
き
ま
す
。



お申込み方法

検査方法・費用

希望日の前日 16:00( 土曜日：12:30、日曜・祝日を除く) までに
下記へお申し込みください。

● 検査方法：PCR 検査法 鼻咽頭ぬぐい液

電話予約センター　TEL：25-3489 
　　　平日 8:30 ～ 13:00、14:00 ～ 16:00( 土日祝日・年末年始除く)

● 一般料金：18,700 円 ( 税込 )　 組合員料金：13,860 円 ( 税込 )

（４）第622号2021年７月１日（毎月1回1日発行） 健康をつくる。平和をつくる。こころ豊かなまちをつくる。

九
十
を
生
き
ま
だ
こ
ろ
び
お
り
青
嵐

ワ
ク
チ
ン
を
目
指
し
て
並
ぶ
炎
天
下

水
芭
蕉
の
木
道
あ
ら
た
清
し
風

飛
行
雲
追
い
か
け
っ
こ
姑
帰
路
に
つ
く

花
野
に
は
花
野
の
匂
ふ
風
生
れ

暗
闇
で
乱
舞
飛
び
交
う
恋
蛍

梅
雨
し
と
ど
廃
屋
の
軒
猫
走
る

郭
公
に
招
か
れ
て
い
る
森
の
お
く

沼
田
市
高
橋
場
町�

生
方　

辺
秋

沼
田
市
桜
町�

名
胡
桃
董
光

沼
田
市
横
塚
町�

星
野　

順
子

沼
田
市
久
屋
原
町�

狩
野　

章
子

沼
田
市
硯
田
町�

阿
部　

ま
つ

沼
田
市
硯
田
町�

髙
橋　

理
房

川
場
村
生
品�

桒
原
あ
や
子

川
場
村
谷
地�

穴
沢　

杏
子

　

今
月
は
36
件
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

紙
面
ス
ペ
ー
ス
と
当
季
雑
詠
に
沿
っ
て
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、楷
書
で
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

利
根
保
健
生
協
「
な
か
ま
の
作
品
係
」

〒
三
七
八
︱
〇
〇
五
三　

沼
田
市
東
原
新
町
一
八
六
一
の
一

sukusuku-tone@
tonehoken.or.jp

メ
ー
ル
投
稿

ワ
ク
チ
ン
の
自
給
自
足
が
で
き
ぬ
国

み
な
か
み
町
石
倉�

藤
田　

俊
彦

お口の健康 「ロングピロピロ棒」「長息生活」

「いい歯の日」作品コンクール

利根歯科診療所　組織委員会　いい歯の日コンクール係
〒 378-0056　沼田市高橋場町 2002-1　TEL：24-9418

応 募 資 格…組合員全世代
募 集 要 項…作品のテーマは「歯や口に関わ

ること」としますが、絵、彫刻、
標語、川柳、etc など内容は問
いません。歯に関する事を自由
に表現してください。

応募締切日…９月末日

応募・問い合わせ先

第40回平和のための戦争展は中止

　新型コロナウイルスの感染拡大予防のため歩きに
よる大行進は行いません。
　核兵器廃絶や平和への願いを込めて、宣伝カーで
アピール行動となります。

2021 国民平和大行進は
　　　　7/8 宣伝カーでアピール

６
月
号
掲
載
さ
れ
た
短
歌
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

訂
正

枝
低
く
帽
子
取
ら
れ
つ
つ
草
を
刈
る
梅
熟
る
る
日
の

近
づ
き
し
午
後

夜
な
べ
と
は
ど
ん
な
鍋
か
と
孫
が
聞
く
死
語
と
な
り
た
り

夜
な
べ
を
知
ら
ぬ

昭
和
村
入
原�

板　

橋　

き
み
江

み
な
か
み
町
月
夜
野�

林　
　
　

い
く
じ

　11 月８日は「いい歯の日」です。組合員の皆さ
まと歯と口の健康について考える企画として本年も

「いい歯の日」作品コンクールを実施します。歯み
がきの大切さや、お口とからだ全体の健康を健康な
歯による人生の楽しさ、家族愛が感じられる微笑ま
しい作品など、オリジナリティあふれる作品をお待
ちしています。
　参加賞含め素敵な景品を用意
していますので、奮ってご応募
ください。

　マスク生活でお口が知らずにあいてませんか？
　鼻呼吸が普通に出来ることでお口の健康にもつながります。
　全国の医療生協でもフレイル予防としてロングピロピロ棒が大人気！
腹式呼吸をつづけることで、 エクササイズの効果と口輪筋を鍛え、 小顔効
果になると美容として始める方も続出しています。

　利根歯科診療所でも、 オーラルフレイル予防として吹き戻しトレーニング商品「長息生活」
を取り扱っています。
　これまでレベル0（白）、 レベル1（ピンク）、 レベル２（ブルー）を呼気力に併せて取り扱って
ましたが、 今回、 さらに呼気力を高めるレベル３（緑）を追加し販売致します。
　長息生活の販売は、 利根歯科診療所のみとなっております。
　是非、 この機会にお口のメンテナンスも含め、 お口の健康にご活用はいかかでしょうか？

「長息生活」  レベル３  販売のお知らせ　　利根歯科診療所

ご希望の方は　生協本部　生協くらしサポートセンターまで

お求めお問い合わせ先　利根歯科診療所まで

各種　レベル 0 ～２まで …1 本 330円（税込）　　  レベル３…1 本 380円（税込）

　　　レベル 0・1・2……3 本セット968円（税込）

（税込）700円

今
回
追
加
さ
れ
た

長
息
生
活　

レ
ベ
ル
３

ロングピロピロ棒

長息生活

☎ 22-2300

☎ 24-9418

自費診療での新型コロナウイルスPCR検査の案内利根中央病院 完全予約制

沼
田
市
堀
廻
町�

今　

井　

栄　

一

み
な
か
み
町
鹿
野
沢�

武　

田　
　
　

正

変
異
ウ
イ
ル
ス
各
地
に
拡
が
る
ニ
ュ
ー
ス
聞
き
北
毛
に

住
め
ど
不
安
な
る
日
々

一
万
歩
二
日
続
け
し
自
画
自
賛

岳
の
残
雪
仰
い
で
歩
く

＊注意事項は、利根中央病院ホームページで確認してください。

● 検査報告書
　・PCR 検査翌日以降、総合受付文書窓口でお渡しします。（保管期間 1 カ月）
　・検査結果が陽性の場合は、保健所へ報告します。保健所からの指示に従っ

てください。

利根中央病院からのお知らせ
64歳以下の方の新型コロナワクチン個別接種の予約を受付しています。

■当院では年齢関係なく接種券（クーポン券）をお持ちの方へワクチン接種を実施しております。
■クーポン券をお持ちの方は予約を受け付けておりますので申し込みください。
■ホームページ予約、窓口予約を受付しています。電話予約は出来ません。

【予約時に必要な物】 ■ご予約の際は、市町村から交付された「クーポン券」、「診察券」、「保険証」をご用意ください。


